
第三期帯広市アイヌ施策推進計画　令和２年度事業実績

（単位：千円）

Ｈ29年度
決算額

Ｈ30年度
決算額

R元年度
決算額

Ⅰ．アイヌ
民族につい
ての理解促
進

（１）啓発
活動の推進

①

アイヌ民族の歴史や文化の普
及を図るため、公共施設など
を利用した市民啓発を進めま
す。

・生活館をはじめとした公共施設
での展示等による市民啓発

・帯広アイヌ協会等のアイヌ関係団体と
市で実行委員会を組織し、アイヌ文化交
流会や伝統工芸展等、アイヌ民族に関す
る展示・体験による市民啓発を進めま
す。

600 600

・帯広市アイヌ生活文化展実行委員会で以下
のイベントを開催しました。
　世界の先住民の国際デー　アイヌ文化交流
会　565人
　アイヌ生活文化展　139人
　連携事業
　伝統工芸展
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、体験教室等一部の事業が中止となり
ましたが、アイヌ民族に関する展示等により
市民啓発をはかりました。

地域福祉課
600 1,000 600

・Ｈ２２から帯広市とアイヌ関係団体で帯広市アイヌ生活
文化展実行委員会を組織しました。
・主な事業として、とかちプラザ・生活館・市内公共施設
において、アイヌの伝統工芸品の展示や伝統舞踊の披露、
木彫・刺しゅう教室の開催などを継続的に実施しました。

②
広報紙をはじめとして、多様
な啓発活動を進めます。

・広報「おびひろ」を活用した市
民啓発事業の広報活動
・啓発冊子の配布

・アイヌ生活文化展などの市民啓発のた
めの事業について広報活動を行い、市民
への周知をはかります。
・アイヌ民族に関する啓発冊子を配布し
ます。

0 0

・アイヌ生活文化展など、市民啓発のための
事業について、広報活動を行いました。
・各事業にあわせ、啓発冊子の配布を行いま
した。

地域福祉課
0 0 0

・帯広市アイヌ生活文化展実行委員会の事業について、財
団の助成を受けチラシやポスター、フリーマガジン、新聞
による周知をしました。

①
アイヌの人たちの活動を促進す
るため、活動拠点である帯広市
生活館の充実につとめます。

・生活館の機能を充実
・生活館の利用促進
・生活館の日を定める等、市民啓
発事業の促進

・生活館がアイヌの人たちの活動拠点で
あることから、施設機能を充実し、活動
を促進します。

6,512 6,134

・施設の維持管理のため、随時設備の更新等
を実施しました。
・アイヌの人たちと生活館をより使いやすい
施設に改修するための意見交換を行いまし
た。

地域福祉課
6,210 6,127 6,143

・施設の維持管理のため、随時設備の更新等を実施しまし
た。
・Ｈ２２年１０月、物品庫を木工室に改修しました。
・各アイヌ関連イベントに合わせ、生活館パンフレットを
設置するなどし、市民周知をはかりました。

②
帯広アイヌ協会の活動を支援し
ます。

・帯広アイヌ協会に対する事業費
補助

・帯広アイヌ協会が実施する組織・人材
の育成、活動促進を目的とした事業を支
援します。

400 400
・事業費補助を行い、活動を支援しました。
 　R2　 400千円

地域福祉課
400 400 400

・事業費補助を行い、活動を支援しました。
・H22 438千円
　H23 378千円
　H24～31 400千円

（３）教育
機会の充実

①
教育関係者などに向けてのアイ
ヌ民族に関する研修を進めま
す。

・アイヌ民族の歴史や文化、基本
的人権について、教育関係者や児
童生徒に対しての研修会や周知等
の開催

・アイヌ民族の歴史・文化・基本的人権
等について教師が正しく認識することを
目指し、研修会を開催します。

0 0
令和２年度より、おびひろ市民学がスタート
し、出前講座「アイヌの人たちの文化を知ろ
う」を、１３校の小学校で行いました。

教育研究所 0 0 0
・冬季教員研修講座において「アイヌ民族の文化と歴史講
座」を開設し、Ｈ21～30年度で計374名の教職員が参加
しました。（Ｈ31については今冬開催）

②
副読本「おびひろ」のアイヌ民
族に関する記述の充実を図りま
す。

・教科書の改訂に対応し、副読本
のアイヌ民族に関する記述の充実

・教科書の改訂に対応しながら、アイヌ
民族に関する記述をより充実させ編成し
ます。

0 0
令和２年度に全面改定となった副読本「おび
ひろ」の中で、アイヌ民族に関する記述の見
直しや、レイアウトの刷新を行いました。

教育研究所 0 0 0
・学習指導要領の改訂に伴う教科書改訂に対応しながら、
副読本「おびひろ」のアイヌ民族に関する記述の充実をは
かりました。

③
生涯学習施設や人材などを活用
し、アイヌ民族に関する教育の
普及を進めます。

・社会科、総合的な学習の時間等
における生活館、百年記念館の積
極的な活用
・生涯学習施設や文化財、アイヌ
文化活動アドバイザーなどの積極
的な活用

・アイヌ民族の歴史・文化等に関する教
育情報を収集し、学校を通じて児童生徒
に提供します。

0 0

・学校訪問などで、指導方法や指導内容の充
実をはかりました。
・アイヌ民族の歴史・文化等に関する教育情
報を収集し、学校を通じて児童生徒への提供
を実施しました。

学校教育指導
課

0 0 0

・学校訪問などで、指導方法や指導内容の充実をはかりま
した。
・アイヌ民族の歴史・文化等に関する教育情報を収集し、
学校を通じて児童生徒への提供を実施しました。

事業内容

（２）地域
活動の促進

施策の推進 実施施策等
R2年度
決算額

第二期計画期間（Ｈ２２～Ｒ元）における
施策の推進状況、検証

主な担当課
（参考）第二期同事業

第三期計画期間（Ｒ２）における
施策の推進状況、検証

主な施策

基本方向
R2年度
予算額

詳細

資料４
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（単位：千円）

Ｈ29年度
決算額

Ｈ30年度
決算額

R元年度
決算額

Ⅱ.アイヌ
文化の振興

（１）知識
の普及と啓
発

①
アイヌ民族の歴史や文化につい
ての知識を深めるため、体験教
室などの充実につとめます。

・博物館講座、体験教室、自然観
察会、郷土学習見学会などにおい
て、アイヌ文化を扱っていく講座
の開催

・博物館講座、体験教室、自然観察会、
郷土学習見学会などにおいて、アイヌ文
化を扱う講座を開催します。

0 0
・北大アイヌ先住民研究センターと連携した
博物館講座を開催しました。
・アイヌ文化ロビー展を開催しました。

百年記念館 0 0 0
・博物館講座、体験教室、自然観察会など、毎年複数回ア
イヌ文化を扱う講座を開催しました。H26、H29年度には
アイヌ文化をテーマとした特別企画展を実施しました。

②

アイヌ民族文化情報センター
「リウカ」の活用や関係機関と
の連携により、アイヌ民族の歴
史や文化の情報提供や啓発活動
を進めます。

・アイヌ民族文化情報センター
「リウカ」の充実
・学校教育などとの連携

・アイヌ民族文化情報センター「リウ
カ」の機能充実をはかります。
・学校の授業受け入れ、学校や団体への
出前講座などを行います。
・関係機関との連携をはかり、啓発活動
につとめます。

0 0
・出前講座を２件開催。
・感染症対策を施したうえでの授業受け入れ
を行いました。

百年記念館 73 54 56

・アイヌ民族文化情報センター「リウカ」をH23年度に２
階から１階に移し、設備を充実したことで利用者が大幅に
増加した。
・学校等への出前授業を毎年度実施しました。
・イオル事業や生活文化展などの事業に職員の派遣やパネ
ルの貸出などを行いました。

①
「帯広カムイトウウポポ保存
会」（帯広市指定文化財）の活
動を支援します。

・保存会への事業費補助金の交付
継続
・伝承等の整備、記録、保存

・帯広カムイトウウポポ保存会の活動を
支援するとともに、伝統文化の指導者や
後継者の育成につとめます。

240 125
・帯広カムイトウウポポ保存会への支援を行
い、教室開催や公演参加などの保存伝承活動
につながりました。

百年記念館
240 240 240

・帯広カムイトウウポポ保存会への支援を行い、教室開催
や公演参加などの保存伝承活動につながりました。

・アイヌ生活文化展等のイベント
の実施

・イベント等で伝統的な技術を活用し、
文化の保存継承をはかります。

600
（再掲）

600
（再掲）

・帯広市アイヌ生活文化展実行委員会の事業
でアイヌ伝統舞踊の披露やアイヌ料理の試食
会を開催しました。

地域福祉課
0 0 0

・帯広市アイヌ生活文化展実行委員会の事業でアイヌ伝統
舞踊の披露や木彫・刺しゅう教室を開催しました。

・アイヌ古式舞踊観光コンテンツ
化事業の実施

・イベント等でアイヌ古式舞踊を披露
し、アイヌ文化の認知向上を図るほか、
舞踊プログラムの磨き上げ、刺しゅうの
技術向上、観光客向け体験コンテンツの
開発などのワークショップなどを実施
し、舞踊の魅力向上を図り観光コンテン
ツ化に向けた取り組みを実施します。

2,500 2,462
メディアに取り上げられるなど、アイヌ古式
舞踊の認知度向上に寄与しました。

観光交流課 0 0 0 -

③
十勝に伝わるアイヌ文化の保存
伝承活動を促進します。

・イオル事業実施のための支援
・アイヌ文化推進員の配置

・「十勝圏イオル基本計画」に基づき、
イオルをアイヌ文化の伝承活動の場とし
て整備・活用の促進を支援します。
・アイヌ文化の啓発・理解促進をはかる
ため、アイヌ文化推進員を配置します。

2,233
[イオル事業]

2,632
[推進員]

2,030
[イオル事業]

2,608
[推進員]

・イオルの整備・活用のほか、地域住民を対
象とした事業実施を支援し、アイヌ文化の保
存伝承と理解促進をはかりました。
・アイヌ文化推進員を配置し、アイヌ文化の
啓発・理解促進をはかりました。

百年記念館

生涯学習文化
課

100
[会議負担金]

4,964
[イオル事業]

2,682
[推進員]

100
[会議負担金]

4,338
[イオル事業]

1,937
[推進員]

100
[会議負担金]

4,047
[イオル事業]

2,593
[推進員]

・十勝圏イオル推進会議に参画し、十勝圏のイオル事業の
円滑な遂行をはかりました。
・イオルの整備・活用のほか、地域住民を対象とした事業
実施を支援し、アイヌ文化の保存伝承と理解促進をはかり
ました。
・H27年度よりアイヌ文化推進員を配置し、アイヌ文化の
啓発・理解促進をはかりました。

④
他地域の先住民族などとの交流
活動を促進します。

・帯広アイヌ協会などが実施する
交流事業に対する協力

・帯広アイヌ協会などが実施する交流事
業に協力し、アイヌ民族の発展と市民の
理解促進をはかります。

0 0 ・他地域との交流は実施されませんでした。
地域福祉課

0 0 0
・帯広アイヌ協会が実施する交流事業の支援を実施しまし
た。（事業費補助対象）

（３）調査
研究の推進

1,155 1,072

・ホームページやリウカ来訪者への情報発信
を行うとともに、展示資料の記録についてデ
ジタル化を行いました。
・「リウカ」周知のため、パンフレットを作
成しました。

百年記念館 1,261 1,155 1,070

・アイヌ文化に関する聞き取り調査や資料調査を継続して
行うとともに、アイヌ民族文化情報センター「リウカ」の
ホームページなどによって最新の情報を発信することにつ
とめました。また、H29年度には「アイヌ語で自然かんさ
つ図鑑」を制作しました。

74 71

【吉田巖資料】
・日録等69コマをマイクロフィルム化しまし
た。
・寄贈資料の整理・保存を行いました。（通
年）

【アイヌ関係資料】
・アイヌ関係資料の収集・保存・提供を行い
ました。（通年）

図書館 194 191 63

【帯広叢書】
・H2２：手法変更のため休刊。
・H２３～H３０：帯広叢書刊行会を組織し、年１巻の刊行
を行いました。
【吉田巖資料】
・寄贈資料の整理・保存を行いました。（通年）
・H２４～H３０：３,４３２コマをマイクロフィルム化しま
した。
【アイヌ関係資料】
・アイヌ関係資料の収集・保存・提供を行いました。（通
年）

詳細

（２）文化
の保存と伝
承

十勝・帯広のアイヌ民族の生
活・文化に関する資料の収集及
び保存など調査研究と情報発信
につとめます。

①

②

アイヌ語や刺しゅう、食文化な
どのアイヌ民族固有の文化や技
術について、イベント等を通
じ、保存・活用を図ります。

R2年度
決算額

第三期計画期間（Ｒ２）における
施策の推進状況、検証

主な担当課
（参考）第二期同事業

第二期計画期間（Ｈ２２～Ｒ元）における
施策の推進状況、検証

主な施策

基本方向 施策の推進 実施施策等

・アイヌ文化に関わる情報の収集
と発信、および調査研究〔記念
館〕
・アイヌ関係資料の収集・整理・
保存・提供〔図書館〕

・アイヌ文化に係わるさまざまな情報を
収集し、市民への発信を行いました。ま
た、アイヌ文化に関する調査研究を行い
ます。〔記念館〕
・アイヌ関係資料について、幅広く、積
極的に収集し、整理・保存・提供を行い
ます。〔図書館〕

R2年度
予算額

事業内容
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（単位：千円）

Ｈ29年度
決算額

Ｈ30年度
決算額

R元年度
決算額

（１）生活
の安定

①
アイヌ生活相談員の配置を継続
し、引き続き相談・支援を実施
します。

・アイヌ生活相談員の配置

・アイヌの人たちの生活上の相談を適切
に対応できるよう、専門のアイヌ生活相
談員を配置して、生活の安定につとめま
す。

2,967 2,969

・アイヌ生活相談員を配置し、アイヌの人た
ちの相談支援体制の充実をはかりました。
　生活相談　148件
　健康相談　190件
　教育相談　60件
　その他相談　532件

地域福祉課
2,772 2,785 2,821

・アイヌ生活相談員を配置し、アイヌの人たちの相談支援
体制の充実をはかりました。
・相談件数は増加傾向にあります。
・相談件数　Ｈ２７　２６２件
　　　　　　Ｈ２８　１９３件
　　　　　　Ｈ２９　２６２件
　　　　　　Ｈ３０　５１６件

（２）就労
の促進

①

公共職業安定所をはじめ、各関
係機関との連携を図り、アイヌ
子弟の就労促進に取り組みま
す。

・職業相談員（職安）による定期
的な就労相談等の実施

・就職資金貸付や公共職業訓練等の支援
制度について情報提供します。
・帯広公共職業安定所の職業相談員（ア
イヌ職業相談員）と連携しながら、就職
困難者への雇用保険の受給など、再就職
を支援し、就労促進します。

0 0
・就労促進のため、帯広公共職業安定所の職
業相談員（アイヌ職業相談員）との連携体制
を構築しています。

商業労働課 0 0 0
・就労促進のため、帯広公共職業安定所の職業相談員（ア
イヌ職業相談員）との連携体制を構築しました。

（３）生活
環境などの
向上

①
住宅新築等資金貸付制度を活用
し、アイヌの人たちの持家取得
を促進します。

・制度の継続及び活用促進

・アイヌの人たちの持ち家制度を活用
し、アイヌの人たちの持ち家を促進する
ことによって、生活環境を充実させま
す。

0 0
・随時申請に対応していますが、平成21年以
降貸付実績はありません。

地域福祉課
0 0 0

・随時申請に対応していますが、平成21年以降貸付実績は
ありません。
・Ｈ30年4月、貸付利率の見直しを実施しました。（改正
前２％→改正後１％）

（４）教育
の支援の推
進

①
アイヌ教育相談員の配置を継続
し、引き続き教育支援を実施し
ます。

・アイヌ教育相談員の配置
 (生活館管理人業務）
・アイヌ教育相談員を中心とした
関係機関への働きかけ

・アイヌ子弟に対する教育上の相談に対
応するため、アイヌ教育相談員を配置し
ます。

2,190 2,140
・アイヌ教育相談員を配置し、アイヌ子弟の
教育と相談体制の充実をはかり、教育を支援
しました。

学校教育指導
課

2,130 2,140 2,156
・アイヌ教育相談員を配置し、アイヌ子弟の教育と相談体
制の充実をはかり、教育を支援しました。

（５）進学
機会の充実

①
高等教育機関進学・就学者に対
し助成を行い、進学機会を確保
します。

十勝管外の大学・短大・専門学校
等への就学に要する費用の扶助

・アイヌ子弟の高等教育機関への進学率
の向上をはかり、将来的な経済基盤の安
定を支援します。

200 100
・高等教育扶助を行い、高等教育機関への進
学率向上につとめました。（R2　実人員１
名）

学校教育課 300 500 300
・高等教育扶助を行い、高等教育機関への進学率向上につ
とめました。（H22～H30　実人員１８名）

詳細

主な施策

第三期計画期間（Ｒ２）における
施策の推進状況、検証

主な担当課
（参考）第二期同事業

第二期計画期間（Ｈ２２～Ｒ元）における
施策の推進状況、検証

R2年度
決算額

Ⅲ.生活の
安定と教育
の充実

基本方向 施策の推進 実施施策等 事業内容
R2年度
予算額
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